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はじめに

　沖縄の盆 を彩るエイサーは,念 仏歌を核に,

それぞれの時代 の多様 な歌や踊 りを取 り込みな

がら,大 きく成長 してきた芸能である。現在は,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぱ　らんく　

太鼓衆が大太鼓 と締太鼓,半 打鼓などを打ちつ

つ勇壮に踊 るエイサー(太 鼓エイサー)が 沖縄

に限 らず全国的に広がっているが,沖 縄本島北
　 　 な ご 　 　 　 　 　もと ぶ 　 　 　な き じんそん 　 おお ぎ み

部の名護市西部 ・本部町 ・今帰仁村 ・大宜味
　 　 くにがみ

村 ・国頭村などでは古い形を残す手踊 り中心の

エイサー(手 踊 りエイサー)の 伝承も多い。

　沖縄本島北部最大の都市である名護市でも,

かつてはほとん どの集落が手踊 りエイサーを伝

承 していた。しかし,芸 能の途絶や青年達の太

鼓エイサーへの憧れなどか ら,近 年,新 たに太

鼓エイサーを導入す る集落が増 え,そ の結果,

青年達が集落のあちこちを廻ってエイサーを行

う伝統的な形で手踊 りエイサーを行う集落はか

な り少なくなっている。
　 　 　 　 　 　 　 や　ぶ

　名護市西部の屋部1は,そ うした伝統的な形

を残 しながら手踊 りエイサーを伝承 している集

落の一つで,戦 前戦後にわたって様々な曲の導

入や改廃,踊 りの工夫を行いながら芸能を伝承

して きた。現行のエイサーは,1987年 に当時の

青年会が過去の複数のテキス トや実際の演奏を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くんくんし　

基に,『琉歌全集』2や『聲樂譜附野村流工工四』3

等も参考に して一節ずつ検討 を加えて編集 した

画期的な歌詞集に基づいている。これには本調
　 　 　 いち に あぎ

子24と 一二揚6の 計30曲 が掲載されている。

　 しかし,近 年,こ のうちの一二揚の曲が行わ

れなくな り,踊 り手衆の難 しや歌が曖昧になっ

てきた。このため,筆 者はかねてか らかつての

青年達,即 ち現在の壮年層 を中心 とした人々に

よる歌と踊 りの記録作成 を屋部区に提案 してき

た。2008年 度,よ うやくその計画が実を結び,

エイサーに関する聞き取 りと試演,録 音や録画

の記録が実現 した。

　本稿 ではその記録に基づき,楽 譜資料 ・歌詞

資料 ・屋部エイサーの変遷の3点 について報告

するが,紙 幅の関係で今回は楽譜資料のみを載

せ ることとする。

1.屋 部エイサーの伝承曲

　レパー トリイを,1987年 の歌詞集を基に,部

分的に仮名遣いや漢字表記に変更を加えて記し

てお く。 また,必 要に応 じ,一 般的に見 られる

曲名も 《　》で併記す る。

本調子
　 　 　 う　　 はや　　ちぢみ　　　 と　しん

　 1.打 ち難す鼓… 《唐船 ど一い》
　 　 　 く だかまんじゅ　す　

　 2.久 高万寿主
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちゅく　　　　め一

3.ド ン ドン節 … 《作 たる米》
　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 にんぶち

4.テ ン ヨー節　 5.エ イ サー節… 《念仏 》
　 　 いにしり　　　　　　　　ぐいコく　　　　　　　　　な　ち じん　　ぐしく

6.稲 摺節　 7.越 来節　 8.今 帰仁ぬ城
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 はとうま　 　 　 　 　 　い ち はなり

9.め で た い節　 10.鳩 間 節　 11.伊 計 離節
　 　 いちゅびぐわコ　　　　　 いとうまんちゅロ

12.苺 小節… 《糸満人》と 《苺小節》
　 　 な　ぐ　　 うら

13.名 護 ぬ浦節 　 14.ヘ イ ヨース ラ ヨー
　 　 なんだき　　　　　　　 わかなつ　　おとず

15.南 嶽 節　 16.若 夏 の訪れ
　 　 　 　 　 　 　 　 しなむち

17.ゼ イサ ー節(砂 持節)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あがり

18.ス ラ イサ(ス ー リ東節)

19.イ マ デイスナ節 … 《デ ンス ナー節 》
　 　 うみ　　　　ら　

20.海 や か ら節
　 　 アミ フ ラ ス ナ ヨ 　 　 　　 み むら

21.雨 降 らす なや う… 《三村 節》
　 　 　 　 　 　 　 　 ニンゴ　

22.ピ ラ ルラー(二 合節)
　 　 　 　 ニ　セ　タ　

23.ハ イニ才 達節
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一二揚
　 　 　 だんこ　

　 24.談 合 節 … 《ダンク節 》《ダ ンコ節》
　 　 　 なかじゃあひ　 　 　 　 　 　ろっかくど　　 　 　 　 　うみ 　　ちんぼ　ら　

　 25.仲 座 兄　 26.六 角 堂　 27.海 ぬ 釣法螺
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しちゃ　ぐ　　り　ぐわ　

　 28.ス ラサエ ース ラ… 《下庫裡小 》
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じゅしちはち

　 29.ハ ラ ドン ドンセ ー(十 七八節)

本 調子
　 　 　 と　しん

　 30.唐 船 ど一い

2.収 集 資料

今 回の資料化 には下記 の録画,録 音 を用 いた。

・録画 …担当:小 林 幸男

　 1.1996年8月27,28日 　 屋部 の集落各所

　 エ イサー の実況　屋 部青年会

　 2.1999年8月18日 　 屋 部公民館 前 の広 場

　 エ イサー の練 習　屋 部青年会

　 3.2002年8月22,23日 　 屋部 の集落各 所

　 エ イサー の実況 　屋 部青年会

　 4.2007年8月27日 　 屋 部の集 落各所

　 エイサ ーの実況　屋 部青年会

　 5.2009年3月23,25,30日 　 屋 部公 民館

　 エイサ ーの練習 ・試 演　屋 部の壮年 ・青年

　 6.2009年8月29日 　 宇茂佐 ～み どり街

　 エイサー の実況(外 回 り)屋 部 青年会

機材:1.Kyocera　 KXH6(Hi8),　 Sony　ME120

　 　 　　 2.3.Sony　 DCRVX1000,　 Sony　DVM60

　 　 　　 4.5.Sony　 HDRFX1,'1`DK　 ME　 DVM63

　 　 　　 6.Sony　 HDRFX1000,　 Sony　HDRHCI,

　 　 　　 　 ME　 DVM63

・録 音 …担 当:小 林公江(2 .小 林 幸男)

　 1.録 画1に 同 じ

　 2.2008年ll月4日 　 屋部公 民館

　 歌 の練習 　 演 唱:比 嘉繁 梨 他

　 3.録 画5に 同 じ

　 練 習 ・試演　演唱:比 嘉繁 梨 ・比嘉義行 他

　 4.屋 部 区で録音 したテー プ

機材:1.Sony　 TCD-D　 8(DAT),　 ECM-959A

　 　 　　 2.3.Sony　 MZ-RH　 1(HiMD),　 ECM-MS957

3、 屋部エイサーの楽譜

　楽譜は,2009年3月 のエイサー試演を中心 に

作成 した。基本的な歌い方を探 る一方で,収 録

した音はで きるだけ記すようにしたが,歌 い手

は歌詞の一部や旋律への歌詞の当て方,細 かな

節回しを時に応 じて自在に変化 させ るので,実

際の演奏は楽譜よりかな り多様である。

　　　　　　　　　 凡例
・本調子 ,一 二揚 とも1オ クターブと短2度 高

　く高音部譜表に記 している。

・歌詞欄の 〈 〉は,踊 り手の歌唱部分である。
・上下になった音符に数字が付 してある場合は

該当番数での歌い方 を示 し,付 していない場

合 はその時々のさまざまな歌い方を示す。
・()内 の音は頻度が高 くないものである。
・歌詞欄の矢印は,そ の部分が拍 ごと省略され

ることを示している。

・記譜上は拍の頭から始まる部分が半拍追い込

まれたり,あ るいはその逆になった りする場

合は▲を音符の下に記 した。
・歌詞欄に7を 記 し,該 当歌詞ではそこが休符

になることを示 した。

・採譜は小林公江が行い,小 林幸男が校閲した。

　　　　　　　　　 謝辞

　エイサーや行事について多 くのことをお教え

下さり,ま た,快 く録音 ・録画や行事を取材 さ

せて下 さいました屋部の壮年 ・古老の皆様,青

年会の皆様に心よ り御礼申し上げます。

　　　　　　　　　 文献

名護市屋部青年会作成の歌詞資料(1987)

　　 　　　　　 　　 註

1.屋 部 は,1946年 に周辺の字 とともに屋部村 と

　　して名護町か ら独 立 したが,1970年 に名護

　 町 ・羽地村 ・久志村 ・屋我地村 と合併 し,名

　 護市の一部 となった。

2.島 袋 盛敏 ・翁長俊郎 『標 音評訳 琉歌全集』

　 武蔵野書院,1968年

3.伊 差 川世瑞 ・世礼国男 『聲樂譜附野村流工工

　 四』全4巻 野村流音楽協会,1935-41年 初版

4.こ の記録は科学研究費補助(20520彪8)を 受

　 けて行われたものである。
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1.打 ち嚇す鼓

　　 J　=96

*1ス リ ス リ 　メ デ タ イ 〈カ リ ユ シ
メ　デ タ イ〉 サ サ ー サ サ 〈カ リ ユ シ カ リ ユ シ〉

1、 サ

2.サ

一 う ち は 一 や す 　 ち

　 ゆ た か 　　 な 　 る 　一 み
ぢ
ゆ
み
ぬ

う　ち　う
し　る　し

皆 一 碧
な
わ

か 　 に 一 くハ ラ 　 ユ

り　 てい 一 くハ ラ　　ユ

ヒ　ガ
ヒ　ガ

＼/
〉
ネ
ネ

ゆ が　一 ふ
あ み　一 ち

一　　どう

　　　ゆ

　　し
一　ぬ

一 一 ち 一　 ぢ

一 一 み 一　 ぐ
く

み

サ う に 一 げ 一 さ 一 一　 び

サ とうち 一 ん 一 た 一 一 一 が 一

ら
ん

1.2.〈 ハ イ ヤ セ ン ヨ ー

*s

　シ　 トゥ　リ　 トゥ

*1こ の 部分 は何度 も繰 り返 され る。

*2「 シ トゥリトゥナ」は「ウチウチュナ」と歌わ れ るこ ともあ る。

ナ カ　 リ　ユ　シ　　カ　 リ　 ユ　シ〉

J一コは1♪ に近い　 　 　 一3-→

備考　《打ち唯す鼓》は終曲 《唐船ど一い》と同系旋律で、　《唐船ど一い》で琉歌の短歌(...8,6)を 歌 う場合は、本曲と同様の旋律で、

　　　テンポのみ速 くなる。終曲の楽譜では音数律が琉歌の短歌とは異なり、歌詞の旋律への当た り方が異なるものについてのみ掲載 した

2.久 高 万寿主
　 　 　 　一
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　イFハ

〈サ ー サ ー

〈サ ー サ ー

〈サ ー サ ー

〈サ ー サ ー lii]/1擬隷 謙
一 くヨ

ー 〈ヨ

ー 〈ヨ

ー<ヨ

タ 　 マ 　ー 一 ク

タ 　 マ 　ー 一 ク

ジン ブ ー ン ク

ジン ブ ー ン ク

ガ

ガ

サ
サ

一 フ

ー フ

1-4.ク ユ イ ヌ ハ ナ シ ヌ 　 *3ク ムッ サ　　ス リ サ　　サ エ イ ス リ サ　　サ ス　リ　　 ハ イ〉

*1歌 詞集 では 「ス リサー サー 」 とな ってい るが、収 録 では いずれ も 「ス リサー ス リJで あ った。

*2「 とうめ 一てい」 と歌わ れ るこ ともあ る。

*3「 クームッサJを0ウ ームッサ」 と歌 った り、 この二 種の離 しを交互 に歌 った り して変化 をつ ける場 合が ある。
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⑤ ドン ドン 節

、 」=48

一イテ ユ ル シ ワ ドン ドン 〈ア カ イ ク ナ ン ダ イ ス リ ハ イ〉

L
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ス

ス

ハ イ〉

ハ イ〉

*「 まい1は 歌 詞集 では 「まゆ 」とな って いる。 たい てい は「まい」と歌 われ る。

4.テ ン ヨ ー 節
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1.1R.テ ン サ サ ノ、
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ラ ヨ

*歌 詞集 は「ル 」と表 記 されて お り、「ル」と歌 うこ ともあ る。

!、 ラ ユ ヒ ガ ネ イ　ヤ　サ サ〉

月 はJ♪ に近い　 　 　 冑」一

5.エ 　 サー節

工 イ サ 工 イ サ }

ヒ< チ グワ チ 工 イ サ 一 ス リ サ サ イ ヤ サ サ〉

L
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1.1R.〈 エ

*

イ サ 工 イ サ ヒ

ここは 「ヒヤルガ」と歌われることもある。

チ グワ チ エ イ サ } ス リ サ サ 　　イ　ヤ　サ サ>

nはJ♪ に近い　 　 　 `t一 一
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韻備
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ス リ　ス　リ メ デ タ イ 〈カ り ユ ン メ デ タ イ〉 t
2

や ぶ む
く とう し

一 ら　や 一

一 む ちゅ一
ぐ ま さ し

く 一 い 一
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一 が 一 　 ち む あ わ ち 一 一 す る 一 　 てい 　 　 　ちゅく る 　 一 む 　 ちゅ 一

一 や 　一 　　 あ ん ちゅ ら 　さ 一 　一 ゆ か 一 　 　 てい 　 　 　 　 く ら に 　 　 一 ち 　　 ん 一

一 く　 一 い 一 とう一 一 くサ ン サ ー とうむ に 一 さ 　 か 一 ら 　　 メ ヂ 　 タ

ー あ　　一　　ま　一　ち　一　 一 くサ　ン　 サ　 ー　ま ち ん　 一 しゃ　　び　 一　ら　　　　 メ　 デ　　　タ

1.2.一 一 イ 　 　 メ デ タ ー 一 イ 　　 ス リ ス リ 　メ デ タ イ カ リ ユ シ メ デ タ イ〉

10.鳩 間 節 はJJ、 に近 い
　 ㎞3一 一

*サ 　 ノ 　 ユ イ サ 　　 <シ タ 「 ガ 　ユ イ サ>　 　 1.は 　 一 　とう一 ま 　 　 一 な 　 か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2.か 　 一 　い 一 しゃ 　　 一 む 　 り

一　 む　　 り　　 一　は　　い　　一　 ぬ　　　ぶ　　　　一　てい　　　 一 〈サ　　ノ　　ユ　イ サ〉　　　　 く　　 一

一　た　　 る　　一　む　　い　　一　 ぬ　　　く　　　 一　 ば　　　 一 〈サ　　ノ　　ユ　イ サ〉　　　　 つ　　一

ぱ 一 ぬ 　 一 し 一 ちゃ う 一 てい 　 一 は 一 い 一 ぬ 　 ぶ 　一 てい

ら_さ 　 _さ_し 　た_る 　 _ち_ぢ_ぬ 　 く 　 _ば

1.z.〈 ハ イ ヤ 　 ー ヨ 　 ー 　ティ 　 バ 　 　　 カ 　 イ 　ー ダ ー 　 一 キ
ム

一 　 一 ティ トゥ ユ ー ル 　 デ ン ヨ 　 　 ー 　 一 マ サ

　　　　 一 ティ 　 　ー ミ 　 グ 　 　 ー トゥ 　 　ー〉サ 　　 ノ 　 ユ イ サ 　 　〈シ タ リ ガ 　 ユ イ サ〉

*こ こは 「サ_ノ ユィサ 〈シタリヌユィサ〉」「サ_サ ユィサ<シ タリガユィサ>Jと変化をっ[ナることもある。　 　 」一コは 」 ♪に 近 い
　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 `ice

11.伊 計 離節

イ サ ソ イ ソ イ ソ イ〈イ サ ソ イ ソ イ ソ イ>Lい き 一 ば 　　 一 　 　 一 　 一 一 一 い 　ち 一 ヨ 　 ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2.へ ん 一 ざ 　 　一 　 　 　一 　 一 一 一 み 　 や 一 ヨ 　 ー

一 は 　 な 一 り 一 一 一 　 　 　 一 ヨ 　 　 　 　 　 ハ 　 　 ー 　 リ 　 ー む 一 どう 一 一 　 す 一 　 　 一

、一 ら 　 ぴ 一 ぬ 一 一 一 　 　 　 一 ヨ 　 　 　 　 　 ハ 　 　 ー 　 リ 　 ー ふ 一 しゃ 一 む 　 ぬ 一 一 一 一一 →

一 ば ま 一 一 へ ん 一 ざ 　くヘ イ 　 ヨ ー 　 シュラ ー ヨ〉 イ サ ソ イ ソ イ ソ イ 〈イ サ ソ イ ソ イ ソ イ〉

や 一 パ リ ぬ 一 や が ヤ 〈ヘ イ 　 ヨ ー 　 シュラ ー ヨ〉 イ サ ソ イ ソ イ ソ イ 〈イ サ ソ イ ソ イ ソ イ〉
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12.母 小 節1

カ ミティ　ガ　　マ　ク　　〈イ　チュ イ チュ イ チュ イ〉　　 カ　ミティ　ガ ー マ ク　　 〈イ　チュ イ チュ イチュ イ〉

い とうま ん 一ちゅ 一 い とうま ん 一ちゅ ぬ ゆ み な り 　 一 ば 　　 いら ぶ ち さ し み ん ん な う り

一 しゃ 一 び 　　 一 ら 　 　 〈しとら ぶ ち さ し み ん 一 カ ミ ティ ガ 　マ ク 　　 イ チsイ チュイ チユイ〉

苺小節2

か 一 ぎ 　 一ぐわ ぬ 　　 一 あ 　 ん 　でい 　ち 　 一 じ ま ん 一 す み 　　 一 あ 　 一 　ぱ 　 ぐわ

〈か 一 ぎ 　ぐわ 　 や 　 　 一 か わ どう やっ　 さ　い　 　ち む ち　 で 一 い ち　 　 　ど　 　 　 わっ　 た 一

く く る ん ひ らっ てい 　　 し り 　 　　 こ 一 り 　ちっ ぱ ん あ ま しょ一 が〉 　イ マ チョイ ナ

〈ウ ネ 　 　サ ン ジ ン イヤ サ サ〉　 いちゅび 　一ぐわに 　　 一 ふ 　一 　り てい 　 一 や ま ち 　一 ば る

一 か 　一 　ゆ 　てい 　 　 　 くか ゆ てい 　 　 一 み じ ら　 さ 　 や 　 　一 ち な ぬ 　一 ば 　 ん 　 　 ず

ウ ム ヤ ガ チョ ンチョン カ ナ シ ガ チョン〉イ マ チョ イ ナ 　 　 〈ウ ネ 　　 サ ン ジ ン イヤ サ サ〉

13.名 護 ぬ浦節
　 　 1

ユ シ ヨ 　 ユ シ む 一 て 一 さ 　一 か い 　 くユ シ ヨ 　 ユ シ

ユ シ ヨ 　 ユ シ む 一 て 一 ぢゅ 一 ら さ 　 くユ シ ヨ 　 ユ シ

む 一 て 一 ぢゅ 一 ら さ>　 1.　 だ ん じゅ とう 　 ゆ ま り 　 る 一 　 な ぐ 一

む 一 て 一 さ 　 一 か い>　 　2.　 う ら う 　ら 　 ぬ ふ か 　 さ 一 　　 な ぐ う

一 ぬ 　 ば ん 　 どう く 　 る 　 くス リ 　ま ち とう 　 　 が ち ま る 　 ぬ 一
一 ら 　 ぬ ふ 　 一 か さ くス リ な ぐ ぬ 　 　 み や ら び 　 ぬ 一

む 一て 一 さ 　 一 か い 　 ユ シ ヨ 　 ユ シ む 一 て 一 ぢゅ 　一 ら 　 さ〉
う　 一む い 　 ふ 　 　 一 か　 さ　 　 ユ シ　 ヨ　 　 ユ シ　 う　 一 む い 　 ふ 　 　 一 か 　 　 　 さ〉
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14.ヘ イ ヨ ー ス ラ ヨ ー *b(変 口)音 は概ね 高めで ある。

ヘ イ ヨ　 　ー シュー ラ　ー ヨ ー 一 〈ヘ イ ヨ　 　 ーシュー ラ　ー ヨ ー 一〉 1,　 う ち 一 な 一 　 　　 一 ら 　 一

2.　 き ゆ 一 や 一 　 　 　 一 な 　　一

一 し 　 　 　一 な 　 　　一 ら　 し 一 ヨ　 　 〈イヤ サ ヌ ー サ〉　 　 　 ゆ 　一 一 ち 　 　　一 だ 一

一 に　　　　一 た　　　　一 ちゅ　る　一 ヨ　　　 〈イ ヤ サ ヌ　ー サ〉　　　　 ひ　 一　一 ち　　　　一 ぐわ一

一 き ぬ 一 一 う とうぬ 一 ちゅら 　 一 さ 一 一 一 ヨ ー 一 　 〈ヘ イ ヨ 　　 ー シュー ラ ー ヨ ー 一〉

一 ち ぬ 一 一 じゅ 一 一 一 ぐ や 　 ～ で 一 む 一 ぬ 一 一 　 くヘ イ ヨ 　　 ー シュー ラ ー ヨ ー 一〉

15南 嶽 節

ナ ン ダ キ ブ 　 シ ヤ ウ ム シ ルbi　 　 　 　 イ チ ドゥヤ ウドゥラ バ ム タ シ ミ セ ミ

〈ナ ン ダ キ　ブ　　シ ヤ　ウ ム シ ル ムン〉　　　　　〈ニ ー ドゥヤ　ウドゥラ バ　ム タ ス ン　　　　　　　　テ〉

1.う ち な 一 ら 　 し 一 　 な 　　 ら 　 し 　　 一 ヨ 　 ー サ ー サ ー 一 　 ゆ 一 ち 　 だ 　 　　 き 　 一

1R.な ら す 一 ゆ ち 一 だ き ぬ 一 ヨ ー サ ー サ ー 一 う 一 とう ぬ 　 ちゅ 一
　 　 　 　 　 　 　 一

一 わ 　な 一 一 ら　 　 ち 　 　 　 　ヨ 　 ー サ ーサ 　 ー くス ラ 　ヨ 　イ 　 ー 　 ス ラ ヨ 　 イ 　 ー 　キ

ー ら ちゅ 一 一 ら　 　 さ 　 　 　 　ヨ 　 ー サ ーサ 　　ー 〈ス ラ 　ヨ 　イ 　 ー 　 ス ラ ヨ 　 イ 　 ー 　キ

1.1R.ユ 　 ア 　　 シ 　 ブ ー 一 　 ナ ン ダ ー 一 キ ー ヨ ー 　　 ナ ン ダ キ ブ 　 シ ヤ ウ ム シ ル 　 ムン〉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 口

16.若 夏 の訪れ

サ　　　イ　ヤ サ　ノ　 サ　　 〈サ　　　イ　ヤ　サ　ノ　 サ〉　　　　 茎.　わ　　 か　な　　つ　　 の　お
サ　　　イ　ヤ　サ　ノ　 サ　　 〈サ　　　 イ　ヤ　サ　ノ　 サ>　　　　 2.　 ぺ　　 に　 が　　た　　 の　 こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3.　 し 　 ま の つ 　 き あ

と ず 　れ 〈サ イ ヤ サ ノ サ サ 　 イ ヤ サ ノ サ〉 　 　は え か

ろ も 　よ くサ イ ヤ サ ノ サ サ イ ヤ サ ノ サ〉 　　 は な ぞ
か る _<　 <サ 　 イ ヤ サ ノ サ 　サ 　 イ ヤ サ ノ サ〉 　 　 は ま お

お 　 る い 　な 　 だ 　 　よ 　 〈サ 　　 イ ヤ サ ノ　 サ 　 サ 　　 イ ヤ サ ノ 　サ〉
め　　の　 た　　も　　 と　　　 よ　　〈サ　　　 イ　ヤ サ　ノ　 サ　　 サ　　　 イ ヤ サ　ノ　 サ〉
り　　て　 う　 た　　う　　　 よ　　〈サ　　　 イ　ヤ サ　ノ　 サ　　 サ　　　 イ　ヤ サ　ノ　 サ〉
AA　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一

ゆ 一 た か な 一 る 　 一 こ が ね の な み 　 お ど 　 る 　よ 　 　 　 くオFレ ヤ
さ 一 お と め 一 の 　 一 お ど る　 し が た 　 う つ 　 く 　し 　 　 　 くオ ド レ ヤ
よ ふ け し ら 一 ず 　 一 ま い く る 一 う 　 し ま 　ぴ と 　 　 　 くオ ド レ ヤ

一 オ ド レ

ー オ ド レ
ー オ ド レ

サ オ ー ト レ 　 　 　 　 　 　 　 　 -r　 サ オ ー ド レ
サ ー オ ド レ 　 　 　 オ ド レ ヤ ー オ ド レ サ ー オ ド レ〉

サ オ ー ト メ 　 　 　　 オ ド レ ヤ ー オ ド レ サ オ ー ト メ〉
シ マ ー ビ ト 　 　 　　 オ ド レ ヤ ー オ ド レ シ マ ー ビ ト〉
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17.ゼ イ サー(砂 持)節
　 　 1 *テ ンポは、麗 しの「ゼイサー」の部分だけ僅かに速めになる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ

ゼゴサ超イサ ゼ イ サ 　〈ゼゴサゼ1サ ゼ イ サ>　 　 1,あ ら ぬ　一 は ま し　 　 な 一 一 や 一 一　 　 む てい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2.は る や 一 は ん た 　 ば 一 一 る 一 一 　 み ち

一 一 一 ば　 一 ち ぢ ら　 り　一 てい　 〈ゼゴサ ゼィサ　ゼ イ サ〉　　　 た ん 一　　 　一でい　　 一 い り どう

一 一 一 や　 一　く び り　み 一 ち　　〈ゼィサ ゼゴサ　ゼ イ サ〉　　　 う む ゆ　一一 一 → 　　一 一 ら　ば

一　 ま いハイ ー ヨ　　ー　　 む　　た 一 一　　　 ち　　　一　た　　ぼ 一　　　リ　　　 〈ゼイサゼイサ　ゼ イ サ〉
　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　 　　　　　　し じ

ハイヨ さとう 一 め　　一　 *とう　 め 一 一　　　てい　　 一　い　　も 一　　　り　　　 〈ゼイサゼイサ　ゼ イ サ〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *「 とうめてい」は「しぬでい」と歌われ ることもある。

18.ス ラ イサ(ス リ東節)
　 　 i

ス ラ イ サ 　 〈ハ イ ヤ〉 シ マ カ イ 　イ チュ シ ガ 　ヤ ラ ス ミ 　ー チャ ス ガ 〈イチュトゥドゥ

ヤ ラ ス ナ ヤ ラ チョティ ク ヤ ム ナ 　 　ケ ス」キャ スンキャスCキ ャ>1.　 ス ー リ 　あ が り 一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 tR.し ば し ま 一 てい 一

一 ス 　 ー リ 　 ヌ ー 　う 　 ち ん か 　 てい 一 　 くス リ 　　 ス 　　 ー 　 リ 　 ヌ ー
一 は 　 一 べ 　 る 一 い 　 一 一 や 　 い 一 　 くス リ 　 ス 　　 ー 　 リ 　 ヌ ー

一 あ や 一 一 は び 一 　一 る 　　 ス リ サ サ ー ス ラ イ サ 　 ハ イ ヤ 〉

一 い や い 一 た ぬ 一 　 一 ま 　　 ス リ サ サ ー ス ラ イ サ 　 ハ イ ヤ 〉

19.イ1マ デ イ ス ナ 節

イ ー マ 　　 ー デ ン ス ー ナ 　<チ 　 ヤ リ ヤ リ 　　 ヤ リ>　 1,　 な 　 ま 　 ふ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2.　 ん 　 ぞ が

一 ゆ る あ み 　 や 一 一 一 ゆ 一 が 　 ふ 　　 一 あ み や 　し 一 が

一 う む か ち 　　 に 一 　一 一 ひ 一 　か 　　 さ 　 　 一 り てい わ 　 み 一 や

〈わ　 　　 が　 　　う　　　 一　ま　 り　 じ　 ま　　一　一　　　ん　　　 　　 ふ 一 い が　 しゃ 一　ぴ
くか 　 　 　さ 　 　に 　 　 一 か 　う　か 　 く　 ち 一 　 　 一 　 　 　 　 し 一 ぬ でい 　い 一 ちゅ

一 ら 　 　 イ ー マ 　　 ー デ イ ス　 ー ナ 　 チ ヤ リ ヤ リ 　　 ヤ リ〉
一 ん 　 　 イ ー マ 　　 ー デ イ ス　 ー ナ 　 チ ヤ リ ヤ リ ヤ リ〉
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2α海やか ら節

ウ ミ ヤ カ ー ラ 　 　 　ド ン ド ン ー〈ス 　 リ　エ イス ー リ　 サ サ エ イ ス ー 　 リ 〉

1。　 うみ　や か　 ら　一f-一 　　　一ふ　　 り　　　 てい 一 一　　　ゆ　　ぬ あ　 き　一 せ 一　 一 し ら 一

2.　 う 　や ぬ む たちえ る 　　 一う 　 とう 　 　や 一 一 　　 りっ 　ぱ な 　一ちゅらう とう 一 や し 一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 冒'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ロ

ん い ちゃし 一 う や 一 一ちょ で 一 に 一 一 へ ん と 一 し ゆ 一 一 が
が　　　　　　どう　く る　 一 むっちゅ る　　　一 う　　　とう一 一　や　一　く　さ　り　 一 な び な　 一 く

　 　 　 　 ム

〈・之ミ ヤ カ ー ラ 　 　　 ド ン ド ン ー ス 　 リ エ イス ー 　リ 　 サ サ エ イ ス ー 　 リ 〉

〈 ウミ ヤ カ ー ラ 　 　　 ド ン ド ン ー ス 　 リ エ イス ー 　リ 　 サ サ エ イ ス ー 　 リ 〉

21.雨 降 らすな よう
　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド
ア ミ フ ラ ス ナ ヨ ー 　ム トゥカ ン ジュン ド ー 　 〈サ 　 　　カ リ ユ シ カ リ ユ シ 　 イ ヤ サ サ〉

t.う る く 一 とう み 一 ぐ し 一 　 く 　 一 か ち ぬ は 一 な とう み 一 む 一 　 ら

2.う い どう 一 ま 　 い 　一 とう ま 一 　　 い 　 　 一 む とう ぬ とう ま い とう み 一 む 一 　　 ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ

み む ら ぬ あんぐわ た が 　 　　 す り 　と 　 てい 一　 ぬ ぬ う い 一 ぱ 　 な 　 　し

み む ら ぬ に せ た が 　 　　 す り 　と 　 てい 一　 ま す た ち 　一 ぱ 　 な 　 　し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 レ
〈アヤ マ ミ　 グ ナ ヨ ー ム トゥカ ン ジュ ン ド ー 　 　 サ 　 　 　 カ リ ユ シ 　カ リ ユ シ 　イ ヤ サ サ〉

<ア ミ フ ラ　 ス ナ ヨ ー ム トゥカ ン ジュ ン ド ー 　 　 サ 　 　 　 カ リ ユ シ 　カ リ ユ シ 　イ ヤ サ サ>

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 nはJ♪ に近い　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し一」一一」

22.ピ ラル ラー(二 合節)
　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ホ
ピ ラ ル ー ラ 　.一 ラ 　ラ ル ラ ー ラ ラ 〈英ンゴード ヤ ニ ン ゴ 　　 ナ イッシュ εノ ゴ

ニンゴ ド ヤ アッシFヤ イ ヤ サ サ>　 1.い ち 　 　ご ぐわ 　 うた び み せ 一 ら 一 　 　 一iん 　 　ご ぐわ口
2.く 　 ま ぬ 一 あ ん し め 一 や 一 　 一 う 　 ち む

一 う た び み せ ら ば

一 ゆ 一 た さ 　 ぬ
一 くか み てい　み ぐ や び

一 あ 　 　や 　 ぐ 　 一 う た び み せ ら ば 一 くか み てい み ぐ や び
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7.2. 、b サ ブ エ ン サ ブ エ ン サ サ ブ ン

ノ

エ

、

ピ ラ ル ラ ラ ラ ル

*

ラ ー ラ ー モ ン ゴ ド ヤ ニ ン ゴ

「ナ イッシュ」は 「イーッシュ」と歌 われ る こと もある 。

* ナ イ
ッシ1 ニ ン コ T_ン ゴ ド ヤ アッ シ ド ヤ イ ヤ サ サ>

　　　　　　　　 nは1♪ に近い　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `」 一一

23.ハ イ ニ才達節

=92

ハ イ ニ セ
ハ イ ア バ

　

ワ

タ
グ

一 ナ マ ドゥ モ

ー ナ マ ドゥ モ
チヤン

チヤン

ナ

ナ
〈チュ

〈チュ

ユ ナ ガ トゥ ー ア シ ビ ディキラ サ
ユ ナ ガ トゥ ー ア シ ビ ディキラ サ

〉

〉

ヤ

ヤ

1.ちゆゆ

2.ん ぞ

つ
か
一

一

た
な

.

一

一

に
が

な

わ
一

[

や
b

一 る

一 や

一 ひ

一 ま
ちぐわ ち

ぢ ぬ ふあ

ぬ 一

ぬ 一

あ
ぐ
し 一

とう一

ぴ

に

でいちゃ よ　一 う　し ち

う ていてい 一 か り や

り

す

てい一

ていん

うどうてい 一 あ し ば

た い や　一ちゅみ ち

ヨ

ヨ

ゾ

ゾ
ン

ン

ヨ

ヨ

〈ハ イ ニ セ

〈ハ イ ニ セ

タ

タ

一 ナ マ ドゥ モ

ー ナ マ ドゥ モ
チャン　ナ

チャン　ナ

チュ ユ ナ ガ トゥ ー ア シ ビ ディキ ラ サ ヤ 〉

チュ ユ ナ ガトゥ　ー ア シ ビ ディキ ラ サ ヤ 〉

24.だ ん こ う(談 合)節

　 　 　 　 e

チ ダン コ ヨ ーダン コ　 　 　 、ノ 〈ス リ エ イ ス リ〉 イッ タ アン マ イ ナ グ イ 〈イ ナ グ ヤ ク トゥ ル

ウン ダ イロ チ ンジヤイ ノ タ イ キ シ タ イ>1.
　 　 2.

だ ん こ
だ ん こ

も い

も い

な ら ゆ ん
い ち ば ん

へa
や

な ぐ　あ 一

み じや が 一

が
ぱ
り

る

一 か ゆ てい　ヨ

ー か ゆ てい　ヨ

一 ヤ

ー ヤ

一 ば ん じゆ

一 ま ち り
い

く
し
さ

が

ら
き 一

す 一

に
る

ち
う
ん

ん

し
さ
ち り
だ
わ

ん
へな

こ

〈チ ダンa

〈チ ダンa

ヨ

ヨ

コ

コ
め磐

【 ス
ス

リ

リ

ス

ス

イ

イ

エ

エ

分

分
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25.仲 座 兄

94

チヤ ガ ナ カジャ ヒ 〈ユ シ ヨ ー ユ シ〉 チヤ ガ ナ カ ジャ ー ヒ 〈ユ シ ヨ ー ユ シ〉

t
Z
な か じゃ
な か じゃ

ひ 一 や
ひ 一 が

ひ 一 じゃ うわ 一 さ
ちゆ い な 　 ぐ ん ぐわ

い な ぐ ん ぐわ 一 や 一
サ ち 一 ち な か み ち

か み てい う り う い
ば か ま とうん ぬ が

が
ち

O 、b ら ん た ん ど 一 あ
一 ん ま し じ てい し る ぬ ま 一 いや一 や

い な

26.六 角 堂

ぐ ん ぐわ ぬ が ち ぢゅ 一 さ ぬ〉
〈チヤ ガ ナ カ ジヤ ヒ サ ラ 　 メ ー ワ ク〉

nは 」 ♪に近い
　 　 　 　 」一卿」

一

ナ
ナ
防
防
ル
乃
)

ネ
ネ
ワ
ワ

トウ サ

トウ サ

ヨ ー ン ゾー

ヨ ー ン ゾー

ヨ

ヨ

〈ワ ネスンドゥ ナ

〈ワ ネル ドゥ ナ

トウ サ

トウ サ

ヨ ー ン ゾー

ヨ ー ン ゾー

〉

～
ー

ヨ

ヨ

L

鍛
2
餓

く

め

一
ん

か

な

ど

め

マ

ん
り

ろ

は

げ

ち

　

く

　
　
　<

に
ば

ま

チ

ら

き

さ

力

}
さ

か

ン

う

一
わ

ハ

一
あ

や

め

ぬ

な

し

び

一
【　
一

「

ど

は

ぼ

う

ヨ

ヨ

ち

や

一

【
　
一

一

ヨ

　

め

一

【
　
一

[

や

ゾ

ぬ

ゾ

な

ン

ぢ

ン

一

}
む

一

ば

ヨ

く

ヨ

　

へ

ん

覧

や

き

た

一

【
さ

一
む

あ

な

　

　

く

ぶ

一

}

一

る

め

た

が

肋

ん

げ

伽

一
い

ま

る

さ

ぐ

く

ち

ヨ 〉

ヨ 〉

1R.　 ワ ネ冬ンドゥ ナ 　トゥサ ヨ ー ン ゾー 　 　ヨ

2R.　 ワ ネカメ ゥ ナ トウサ ヨ ー ン ゾー 　 ヨ
〈ワ ネヵンドゥ ナ 　 トゥサ　ヨ ー ン ゾー　ヨ〉
〈ワ ネスメ ゥ ナ 　 トゥサ　ヨ ー ン 実 ヨ〉

27.海 ぬ 釣法螺
　 　 　 　 餐

サ キ ヤ ポ ン ポ ン チャ ワ ン シ ヌ 、ミヌ、ミ 〈サ マ カ イ シ ミ
、

ヌ、ミヌ

ウ チ ユ ヌ マ ン ナ カ〉 1.う み ぬ

2.あ が り

ちん ぼ ら

さん さ　ぎ

が
ぬ 一

し た く

さ ら さ

さ

、b

ゆ
め

　　とう ん 　ぬ
一　'b、　一　　一

ぶ

か

へη
ば

と　一　ん

あ ちゃ や

みゅ ん　 ど　 一　 や　ま とう ん みゅ ん　ど

ま ふえ な てい 一 ふ に ぬ ちゅ ん ど
くウ　 チ

7　 〈サ

ナ

キ
}
ヤ

カ イ ド ー ウ チ ユ ヌ

ボ ン ボ ン チャワ ン シ

マ ン ナ カ

ヌ ミ ヌ ミ

サ ー

サ ー

ウ チ ナ ー

マ カ イ シ

カ イ ド ー

ヌ ミ ヌ ミ

〉

〉

カ

カ

ナ

ナ

ン

ン

マ

マ蛮霧
月 は1♪ に近い　 　 　 　 冑 」一
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28.ス ラ サ エ ー ス ラ ヨ

ス ラ サ エ ー ス ラ 　　 ヨ 　 　 〈ヤ リ ク ヌ シ ー ス ラ 　　 ヨ〉 i.　 あ た び

2　 あ ちゃ ぬ

一 ちゃ ぬ む む じ し 　ヨ ン セ 　 ー あ た び 一 ちゃ 　一 ぬ 　 　 　 くむ む じ し

一 ゆ 　ぬ に び き に ヨ ン セ 　 ー あ ちゃ ぬ 一 ゆ 　 一 ぬ 　 　 　くに び き に

一 ヨ ー

一 ヨ ー
い　　　り　ち　 どん ぶりぐわ ぬ な か め に い し と てい 一 か ば しゃ う ま さ ぬ

一 ま く ら か き と てい 一 は な し う む さ ぬ

1.2.　 　ヨ 　 　 　 ス ラ サ エ ー ス ラ 　　 ヨ 　 　　 ヤ リ ク ヌ シ ー ス ラ 　　 ヨ〉

29,ハ ラ ドン ドンセ(十 七 八節)　 　 　 1

ハ ラ 　ド ン ド ン 　　 セ 　 　　 〈シ マ ウ チ サ ン セ ー ウ ドゥ ー ティ ア シ バ ナ〉

1.じ ゅ し ち 一 は ち ぐ る 一 や 　 一 一 ゆ ま ん ぐい どう 一 ま ちゅ る 一 ヨ 　 ー

2.さ とう が 一 さ す か た 一 な 　 一 一 さ や ふ 　 た ち 　一 あ ゆ み 一 ヨ 　 ー

一 くゆ ん く 　 り 　 てい た 　ぼ 一 り 　 　 わ じ ゆ 　 　しゃ び ら 　 　 　 ハ ラ

ー 〈う とう ん た 　 い む ちゅ 一 る 　 　く とう や 　　 ね さ み 　 　　 パ ラ

ド ン ド ン 　 セ 　 　 シ マ ウ チ サ ン セ ー ウ ドゥ ー ティ ア シ バ ナ〉

ド ン ド ン 　　 セ 　 　　 ヤ ク シ ク 　ン ゾ ヤ ー 　ク ー ン ドゥ ア ガ ヤ ー〉

30.唐 船 ど一い

1.サ 　 　　 ー 　 　 　 一 と し ん 一 ど 　い　 一 さ ん て 　 ま 　 一 　 いっ 　さ ん
2.サ 　 　　 ー 　 　 　 一 う とう に 一一 一 一 → 一 とう ゆ ま 　 り 　 る 　 う ふ む ら

一 は え 一 な ら ん し や 一 〈ハ ラ 　ユ ー ヒ ガ　 ー ネ〉 　 　 わ か 一 さ 　 一 　 ま

う どう ん ぬ し ん だ ん ぎ 一 くハ ラ 　ユ ー ヒ ガ 　ー ネ〉 　 　 な は 一 に 　 一 　とう

一 ち 　　 一 一 む 一 ら 　 　 　 ぬ 一 サ 　 し な ふ あ ぬ 一 た 一 一 一 ん 一 一 　 め

一 ゆ 　　 一 一 ま 一 り 　 　 　 る 一 サ 　 く む ち ぬ 一 ほ 一 い が ち ま る 　 ぎ

1.　2.〈 ハ イ ヤ セ ン ヨ ー シ トゥ リ トゥ ナ 　 　カ リ ユ シ カ リ ユ シ〉
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